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計
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■ ４種混合ワクチン導入････････････････････15

今 月 の ト ピ ッ ク ス今 月 の ト ピ ッ ク ス

（関連記
事 12ペ

ージ）
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台へ飛躍

を誓う

町の世帯・人口 平成 24年９月 30日現在
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就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

　任
期
満
了
に
伴
う
九
月
四
日
告
示
の
西
原
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
し
、
引
き
続
き

町
政
の
舵
取
り
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
は
、
平
成
二
〇
年
十
月
六
日
、
第
九
代
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
就
任
以
来
「
町
民
の
目
線
に
立
ち
、
町
民
本
位
の
町
政
」
を
基
本
理
念
に
、
町

民
と
の
公
約
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
分
権
時
代
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、県
内
二
番
目
の
「
西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
分
権
時
代
へ
の
対
応
と
執
行
体
制
の
強
化
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
行
政
執
行
の
確
立
に
向
け
て
、
部
長
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

　実
現
し
た
主
な
公
約
と
し
ま
し
て
は
「
町
長
専
用
車
の
廃
止
」「
図
書
館
前
の
大

砲
移
設
」「
敬
老
祝
金
の
拡
充
」「
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
」「
中
学
卒
業
ま
で
の

入
院
医
療
費
無
料
化
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
始
」「
県
内
初
の
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種
」「
内
間
御
殿
の
国
指
定
文
化
財
の
実
現
」「
雇
用
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
」「
小
那
覇
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
道
路
の
開
通
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
取
り
組
み
中
の
主
な
事
業
と
し
ま
し
て
、
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
庁

舎
・
町
民
ホ
ー
ル
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
「
庁

舎
等
複
合
施
設
」
建
設
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
事
業

に
つ
き
ま
し
て
も
、
直
売
所
の
建
設
等
を
視
野
に
農
地
利
用
の
集
積
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　今
年
は
、
祖
国
復
帰
か
ら
四
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
と
同
時
に
、
沖
縄
の
将
来
像

を
描
く
「
新
沖
縄
振
興
開
発
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
二
期
目
に

向
け
て
は
、
自
治
体
の
「
自
治
能
力
」
が
問
わ
れ
る
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
し
、

町
民
と
の
公
約
の
実
現
に
努
め
る
と
同
時

に
、
職
員
の
資
質
の
向
上
と
職
場
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
人
公
は
「
町
民
」
で
あ
り
、
子
や

孫
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
創
造
す
る
に

は
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
私
も
、

初
心
を
忘
れ
ず
、「
西
原
町
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
粉
骨
砕
身
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

方
の
ご
指
導
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）

十
月
　 

・
第
１
回
西
原
町
小･

中
学
生

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

十
一
月
・
西
原
町
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
二

〇
〇
八
開
催

　
　
　
・
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
発
足

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）

一
月
　
・
第
４
回
西
原
町
の
産
業
ま
つ
り

二
月
　
・
西
原
町
耕
作
放
棄
地
解
消
対

策
協
議
会
を
設
立

四
月
　
・
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援

特
別
手
当
を
支
給
開
始
。

　
　
　
・
西
原
町
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
を
整
備

　
　
　
・
西
原
町
地
域
総
合
整
備
資
金

貸
付
事
業
を
活
用
し
、
沖
縄

森
永
乳
業（
株
）の
新
社
屋
・

工
場
が
完
成

七
月
　
・「
ペ
ル
ー
西
原
町
人
会
創
立
九

十
周
年
記
念
式
典
（
リ
マ
市
）」

に
上
間
明
町
長
と
城
間
信
三

議
長（
当
時
）が
出
席

八
月
　
・ ｢

第
十
六
回
世
界
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル｣

（
オ
ラ
ン
ダ
）で
、

西
原
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
が
金
賞
を
獲
得

九
月
　
・
敬
老
祝
金
の
支
給
年
齢
を
引
下

げ
、
金
額
を
引
上
げ
て
支
給
。

十
月
　
・
第
十
七
回
西
原
ま
つ
り

　
　
　
・
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典

　
　
　
・
町
立
図
書
館
前
に
設
置
さ
れ

て
い
た
大
砲
を
撤
去

十
一
月
・
西
原
町
雇
用
対
策
推
進
本
部

を
創
設

　
　
　
・
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
と
県

内
移
設
に
反
対
す
る
県
民
大
会

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）

二
月
　
・
西
原
中
学
校
創
立
五
十
周
年

記
念
式
典

三
月
　
・
西
原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
指
定

管
理
期
間
が
終
了

四
月
　
・
西
原
町
の
行
政
機
構
を
改
編

し
、
部
制
を
導
入

　
　
　
・
西
原
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
・
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
早
期

閉
鎖
・
返
還
と
県
内
移
設
に

反
対
し
、
国
外
・
県
外
移
設

を
求
め
る
県
民
大
会

五
月
　
・
白
河
公
園
・
歴
史
公
園
（
字

棚
原
）、
上
原
南
公
園
・
上
原

西
公
園
が
完
成

　
　
　
・
総
務
部
税
務
課
に
滞
納
整
理

班
を
設
置

六
月
　
・
平
成
二
十
二
年
度
国
勢
調
査

西
原
町
実
施
本
部
を
設
置

　
　
　
・
浦
添
警
察
署
と｢

暴
力
団
員
に

対
す
る
町
営
住
宅
の
使
用
制

限
に
関
す
る
協
定
書｣

を
締
結

七
月
　
・
平
成
二
十
二
年
度
全
国
高
校
総
体

｢

美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０｣

九
月
　
・
産
業
通
り
の
道
路
排
水
整
備
事
業

を
実
施

十
月
　
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
助
成
事
業
を

実
施

十
月
　
・
浦
添
警
察
署
と｢

西
原
町
公
共

工
事
に
お
け
る
暴
力
団
員
等
に

よ
る
不
当
介
入
の
排
除
手
続
き

に
関
す
る
合
意
書｣

に
調
印

十
一
月
・
西
原
町
庁
舎
等
複
合
施
設
検 

討
委
員
会
が
発
足

　
　
　
・
滞
納
整
理
強
化
の
た
め
、
不

動
産
の
公
売
を
実
施

　
　
　
・
西
原
町
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設

十
二
月
・
ま
ち
研
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）

一
月
　
・
他
市
町
村
に
先
が
け
て
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
公
費
助
成
を
開
始

　
　
　
・
戦
争
体
験
証
言
集

　
　
　
　｢

平
和
へ
の
証
言｣

発
刊

　
　
　
・
第
５
回
西
原
町
の
産
業
ま
つ
り

二
月
　
・
内
間
御
殿
が
国
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る

三
月
　
・
東
日
本
大
震
災
が
発
生

　
　
　
・
義
援
金
の
受
付
を
開
始
し
、

被
災
者
支
援
に
関
す
る
行
政

支
援
体
制
を
構
築

四
月
　
・
新
規
認
可
保
育
園

　
　
　
　｢

さ
う
ん
ど
保
育
園｣

が
開
園

五
月
　 

・
国
民
健
康
保
険
税
や
各
種
保
険

料
、
保
育
料
な
ど
の
徴
収
強
化
の

た
め
、
一
斉
電
話
催
告
を
実
施

六
月
　
・
内
間
御
殿
国
指
定
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
・
西
原
町
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
を
開
始

七
月
　
・
西
原
町
暴
力
団
排
除
条
例
を

施
行

八
月
　
・
西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

を
考
え
る
町
民
会
議
が
発
足

九
月
　
・
公
共
下
水
道
の
接
続
率
向
上
を

目
指
し
、
戸
別
訪
問
を
実
施

十
月
　
・
第
５
回
世
界
の
ニ
シ
ハ
ラ
ン

チ
ュ
の
集
い

　
　
　
・
第
十
八
回
西
原
ま
つ
り

　
　
　
・
西
原
町
史
第
１
巻｢

通
史
編｣

を
発
行

十
一
月
・
琉
球
新
報
社
と
の
共
催
で
、
移

動
編
集
局｢

西
原
ウ
ィ
ー
ク｣

を
開
催

　
　
　 

・（
株
）
農
業
生
産
法
人
西
原

フ
ァ
ー
ム
を
設
立

　
　
　 

・
平
成
二
十
三
年
度
特
定
健
診

受
診
勧
奨
特
別
対
策

十
二
月
・
町
道
小
那
覇
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

線
が
全
面
供
用
開
始

　
　
　
・
西
原
東
小
学
校
・
同
幼
稚
園

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）

二
月
　
・
西
原
町
総
合
防
災
訓
練

三
月
　
・
西
原
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

四
月
　
・
西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
を
施
行

　
　
　 

・
西
原
町
男
女
共
同
参
画
条
例

を
施
行

　
　
　
・
西
原
町
都
市
基
本
計
画
（
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

を
見
直
し

　
　
　
・
町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
納
付
が
ス
タ
ー
ト

　
　
　
・
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園
の
増
改

築
工
事
を
着
工

五
月
　
・
内
間
御
殿
の
サ
ワ
フ
ジ
を
町

天
然
記
念
物
に
指
定

七
月
　
・
西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
制
定
記
念
〝
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
、
あ
な
た
の
想
い
〞

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

九
月
　
・
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す

る
沖
縄
県
民
大
会

　
　
　
・
西
原
町
庁
舎
等
複
合
施
設
の

建
設
工
事
を
着
工

　
　
　
・
町
立
西
原
保
育
所
の
代
替
と
な

る
新
規
認
可
保
育
園
、
西
原
保

育
園
の
建
設
工
事
を
着
工
　

就
任
の
あ
い
さ
つ

編集・発行/西原町役場　西原町字嘉手苅112番地　☎ 098（945）5011　印刷 丸正印刷株式会社

2期目の就任式(10月9日)に初登庁する
上間明町長

上
間 

明
町
長

 

一
期
四
年
間
の
主
な
歩
み

上
間 

明
町
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期
四
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間
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主
な
歩
み



＜特集＞ 一括交付金

3 No.489 H24.11.1広報にしはら

一括交付金を活用し、“西原らしさ”を目指そう！一括交付金を活用し、“西原らしさ”を目指そう！
　平成24年度から沖縄振興特別推進交付金（一括交付金）がスタートしました。これは、地方のことは地方が自分た

ちで考え、自分たちで課題を解決する｢地域主権｣の推進を目指して作られたもので、歴史的・地理的・社会的な特殊性

を背景に、沖縄の振興のために事業化されたものです。事業の特徴として、“沖縄らしさ”や“沖縄の特殊事情” に活用

するための交付金と位置付けられています。

　西原町には平成24年度の一括交付金予算として、6億5700万円が配分されました。この予算を活用し、西原町の課

題解決を目指して議論を重ね、下記に示した事業（1事業は調整中）の実施が決定しました。

　限られた財源の中、多様化する住民ニーズに対応し、きめ細やかな行政サービスを実現させるためには、一括交付

金を有効活用することが重要になります。一括交付金は来年度以降も継続予定です。豊かな人間性と文化を創造する

｢文教のまち西原｣を自らの手で推進し、明日の西原町を切り拓くためには、行政だけでなく、町議会、町民や事業者も

一体となって交付金の効果的な活用に向けて取組むことが必要です。これを機会に、“西原らしさ”のあるまちづくり

を共に考えましょう。

お問い合わせ 　総務部企画財政課　☎945-4533

西原町では、一括交付金を活用してこのような事業を実施します。

農産物の加工・直売所施設
建設のための商圏調査を実
施します。
【事業費：250 万円】

西原町の産業まつりの運営
に活用します。
【120 万円】

農地情報を一括管理するシ
ステムを開発します。
【996 万 5千円】

観光客受入のために西原町
の観光マップを作成します。
【186 万 9千円】

産業の振興に関する事業

保育所、学童、児童館など
へ空気殺菌脱臭装置を設置
します。
【7627 万 7千円】

英語活動指導員や教育相談
員を配置し、子どもたちの
人材育成に活用します。
【3042 万円】

町中央公民館の改修工事や、
老朽化した公共施設、学校舎
等の設備強化を行います。
【6952 万 2千円】

地域防災計画の策定、防災行政無
線の整備、海抜表示板設置、防災
マップの作成などを行います。
【3億 293 万 9千円】

子どもの育成や生涯学習に関する事業 防災に関する事業

琉球時代の文化遺産、棚原の
石畳道の石垣を整備します。
【172 万円】

モノレール浦西駅周辺の徳佐田、
幸地の将来の土地利用の調査を
実施します。【1239 万円】

景観計画の策定や公園等の樹木整
備を行い、景観づくりを進めます。
【1716 万円】

まちづくりに関する事業

西原町独自の原付ナンバープ
レートを制作します。（写真は
南城市の事例）【322万 5千円】

西原町をPRする事業

　西原町男女共同参画推進条例に基づき、10月5日に西原町役
場2階大会議室で、9名の委員に委嘱状が交付され、同時に第3次
西原町男女共同参画計画（さわふじプラン）の策定作業が諮問さ
れました。委員の構成は次の通りです。（敬称略）
大城 貴代子・矢野 恵美（学識経験者）、小波津 ミエ子・浦崎 成子
（西原町女性団体連絡協議会）大城 助徳 (西原町商工会)、屋比久 
満（西原町自治会長会）、大城 剛（西原町ＰＴＡ連合会）津波古 和・
金城 秀和 (公募委員)、以上男性4名、女性5名、計9名

西原町男女共同参画審議会委員が委嘱されました西原町男女共同参画審議会委員が委嘱されました西原町男女共同参画審議会委員が委嘱されました
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お問い合わせ　総務部企画財政課　男女共同参画係　☎945-5340

第三次さわふじプランお便り　第1号第三次さわふじプランお便り　第1号

　西原町では｢西原町まちづくり基本条例｣に基づいて、町民及び町内関係団体からまちづくりに関する提案を
募集しています。
　西原町をさらに元気で活気のあるまちにするため、ハードやソフト事業など町全体に関わる幅広い考え方で
建設的なご提案をお待ちしています。今後の沖縄振興一括交付金の活用や、町政運営の参考とさせていただき
ます。
　ただし、提案書の返還や提案した事項に対する回答は行いませんので、ご了承ください。

○ 提案方法：提案書を総務部企画財政課へ持参。または、郵送、FAX、Ｅメールで提出してください。
　※ 提案書の様式は問いません。参考様式のデータを西原町ホームページより取得できます。
　※ 提案者の住所氏名は可能な限り記載してください。（ただし、匿名でも受け付けます）
○ 提出期限：11月30日（金）
○ 提出先：総務部企画財政課
　　　　　【住所】西原町字嘉手苅112番地
　　　　　【電話】098-945-4533（内線212・214）　【FAX】098-946-6086
　　　　　【Eﾒｰﾙ】koufukin@town.nishihara.okinawa.jp
　　　　　【URL】http://www.town.nishihara.okinawa.jp/

お問い合わせ　総務部企画財政課　☎945-4533

「西原町のまちづくり」提案募集について！「西原町のまちづくり」提案募集について！

＜審議の様子をお知らせします！＞
　審議会のようすを町民のみなさんにも広く知っていただくために「第三次さわふじプランお便り」を西原町
のホームページで公開しています。そちらもぜひご覧ください。

＜公開講座およびワークショップ開催のお知らせ＞
　審議会では、幅広い世代からの声を聞き、情報を共有するために、次の日程で公開講座およびワークショップ
の開催を予定しています。西原町民であれば、どなたでも参加できます。詳しい内容はお便り第２号でお知らせ
します。
　　　　　　　　　1回目：１１月３０日（金）１９：００～２１：００　西原町役場（予定）
　　　　　　　　　2回目：１２月１４日（金）１９：００～２１：００　西原町役場（予定）
　　　　　　　　　3回目：　１月１８日（金）１９：００～２１：００　西原町役場（予定）
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　朝晩が肌寒くなってきましたが、これから冬にかけて体調を崩しやすい季節です。町民のみなさんは日
頃の健康づくりについて、どのようなことを心がけていますか？今月は「いつまでも若々しく」をテーマ
に情報を発信したいと思います。
　年齢と共に、「膝や腰が痛い」「外に出るのが面倒くさい」等の声が聞かれます。西原町高齢者福祉計画「こ
とぶきプラン 2012」策定の際に実施したニーズ調査でも、外出を控えている理由に足腰の痛み等を理由
にする意見が多かったです。また、介護認定を受けている女性の高齢者の原因となる症状も、筋力低下や
整形外科の病名が多いです。
　足は第 2 の心臓ともいわれるくらい重要です。使わないでいると筋力低下を招き、転倒しやすくなっ
たり、血流の循環が悪くなります。
　日頃からストレッチや体操等を行う、足腰の痛みのある方は（医者から禁止されていなければ）水中
ウォーキングや椅子に座っての運動をすることで、筋力を維持することができます。
　西原町ではいいあんべー家で教室を実施し、みなさんの健康維持に努めています。
　今回、7月から 10月に実施した｢貯筋クラブ｣に参加した方の声を紹介したいと思います。
☆今まで立ち上がりができなかったのですが、腰も伸ばして毎朝散歩が楽にできるようになりました。（8１歳　女性）
☆みんなで楽しく運動できる雰囲気が良かった。みんなでやるから続けられます。（89歳　男性）
☆思考力もよくなったし、息切れしなくなった。（70代夫婦で参加）

　介護予防は、日頃の生活習慣の改善と、働いている頃からの健康が重要です。町民のみなさんも「元気で」
「楽しく」「無理なく」をテーマに日々少しずつ、運動や社会参加などできることから始めてみませんか？
保健師はみなさんの健康を応援しています。

お問い合わせ　福祉部介護支援課　☎945-5013

いつまでも元気で、若々しく！！

お問い合わせ　福祉部介護支援課　☎945-5013

会場では介護方法の指導、町内施設の紹介、
オムツの試供品配布、西原町内小学校５・６年生の

介護の日作文展示もします。
★ 一般の方の参加も歓迎します ★

日　時：11月 22 日（木）14:00 ～ 15:30
場　所：西原町立図書館　２Ｆホール
主　催：西原町介護の日実行委員会

★  去年も大きな反響がありました  ★

介護の日イベント介護の日イベント

一緒に笑って楽しむ介護
～当事者や家族に聞くセカンドステージ～
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平成23年度 健全化判断比率等の公表平成23年度 健全化判断比率等の公表平成23年度 健全化判断比率等の公表
　自治体の財政破たんを未然に防ぐとともに、悪化した団体に対して早期に健全化を促すため、平成19年6月に「地
方公共団体の財政の健全化に関する法律」が制定されました。その法律では、市町村の財政の状態を判断する四つの
指標（①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来負担比率　※以下｢健全化判断比率｣と表
します。）及び公営企業（水道・下水道事業など）の経営状況を示す指標（※以下「資金不足比率」と表します。）が定め
られ、各市町村は毎年その指標を公表することになっています。
　平成 23 年度決算に基づく西原町の健全化判断比率及び資金不足比率は、以下の表に示すとおり①実質赤字比率
②連結実質赤字比率及び資金不足比率は黒字となりました。③実質公債費比率は 10.0％ ④将来負担比率は 74.9％
で、いずれも早期健全化基準（※用語解説を参照）を下回りました。しかし、本町の財政状況が厳しいことに変わりは
はありません。引き続き行財政改革を進め、健全な財政運営に取り組んでいきたいと考えています。

○この記事に関する情報は、町ホームページでも公表していますので、ご覧ください。
　昨年度の状況や対象となる各会計のイメージ図も掲載しています。
〔西原町トップページ（http://www.town.nishihara.okinawa.jp/）→財政→平成23年度→平成23年度西原町健全
　化判断比率等の公表〕

【健全化判断比率】

【資金不足比率】

【用語説明】

お問い合わせ 　総務部企画財政課　財政係　☎945-4533 （内線 214）

①・②とも黒字で、赤字比率は算定されないため「―」表示となっています。

いずれの会計も黒字で、資金不足比率は算定されないため「―」表示となっています。

基準を超えた場合は「財政健全化計画」を策定し、自主的かつ計画的に財政の健全化を図らな
ければなりません。

基準を超えた場合は「財政再生計画」を策定し、総務大臣に報告、同意を得て財政の再生を図
らなければなりません。

基準を超えた場合は「経営健全化計画」を策定し、自主的かつ計画的に経営の健全化を図らな
ければなりません。

現時点での借入金の残高をはじめ、退職手当など一般会計が将来負担すべき負債の
標準財政規模（※）に対する比率です。

一般会計が負担する借入金の返済額の※標準財政規模に対する比率です。一部事務組合への
負担金や公営企業に対する繰出金の中の元利償還金相当分も加えられています。

地方公共団体の一般会計等の赤字額の標準財政規模（※）に対する比率です。

全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模（※）に対する比率です。

公営企業会計の資金不足額の事業規模（営業収入）に対する比率です。

地方自治体の標準的な収入で、普通交付税と地方税が主なものです。

健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準
① 実 質 赤 字 比 率
② 連結実質赤字比率
③ 実質公債費比率
④ 将 来 負 担 比 率

－
－
10.0%
74.9%

14.34%
19.34%
25.0%
350.0%

20.0%
30.0%
35.0%

会　計　区　分 経営健全化基準資金不足比率 備　　考
－
－
－

20.0%
20.0%
20.0%

資金不足なし
資金不足なし
資金不足なし

水 道 事 業 会 計
公共下水道事業特別計
土地区画整理事業特別会計

早 期 健 全 化 基 準

財 政 再 生 基 準

経 営 健 全 化 基 準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

※標 準 財 政 規 模
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西原町の産業まつりの目的

第６回  西原町の産業まつり第６回  西原町の産業まつり
平成25年1月26日（土）～27日（日）
サンエー西原シティにて開催予定

【お問い合わせ】　〒903-0220　西原町字嘉手苅 112 番地　　西原町の産業まつり実行委員会事務局（西原町役場産業課内）
TEL  098（945）4540　FAX 098（945）4580　 E-mail：sangyou-festival@town.nishihara.okinawa.jp

１．目的
　　西原町内で生産･加工･製造された出品物の展示
を行い、それらの展示物を審査し、優秀な作品の
賞賛・激励して、さらなる技術・品質向上を促す。

２．部門
　　農産物、花卉･盆栽、果樹、農産加工品、手工
芸品の５部門
３．申込方法
　　出品希望者は、事前に住んでいる地域の自治会
長へお申し込みください。（事務局への申込みは、
自治会長が取りまとめて行います。）
４．申込期限／提出先
　　平成 25年１月 18日 ( 金 ) 
　　建設部産業課 ( 西原町の産業まつり実行委員会
事務局 ) へ提出してください。
５．出品物の搬入
　 　① 農産物、花卉･盆栽、果樹
　　　 平成 25年２月２日（土）午前 10時まで
　　 ② 農産加工品、手工芸品
　　　 平成25年１月29日（火）午前10時 ～ 午後４時
　　　 （生ものは 2月 2日（土）午前 8時半～ 10時）
６．表彰
　　第６回西原町の産業まつり内で表彰式を行います。

１．目的
　　「西原町の産業まつり」の目的を分かりやす
く周知するためにテーマを定め、それを用いて
まつりの周知・広報に役立てる。

２．応募方法
　　応募作品に加え『住所・氏名・電話番号・作
品へのメッセージ』を記入し応募してください。
（郵送・FAX・E-mail 可）※様式は問いません。
３．応募期限／提出先
　　平成 24 年 12 月 14 日（金）までに、建設部
産業課（西原町の産業まつり実行委員会事務局）
へ提出してください。
４．表　彰
　　第６回西原町の産業まつり内で表彰式を行い
ます。

【参　考】
　第１回テーマ
　「見よう我がまち新たな発見」
　第２回テーマ

　「万人で育てよう　西原の産り品」
　第３回テーマ
　「出会い　ふれあい　見つめ直そう　地場産業」
　第 4回テーマ
　「見て　触れて　確かめよう　西原の産業」
　第５回テーマ
　「見に行こう　盛り上げよう　地産地消」

〈出品展示会への出品募集〉〈テーマ募集〉〈出品展示会への出品募集〉〈テーマ募集〉
　このたび、第６回西原町の産業まつり（主催：同実行委員会）を開催するにあたり、広く町
民のみなさまより〈出品展示会への出品募集〉と〈テーマ募集〉を行います。
　西原町の地域産業の振興・発展につながるようなアイデアをお待ちしています！

出品展示会への出品募集 テーマ募集

　西原町で生産される農産物、花卉、果樹、農産加工品、水産物、商工業製品及び手工芸品
等を一堂に展示し、農家及び事業所の生産意欲の高揚を図り、町内の素晴らしい農産物や商
工業製品を広く町内外に紹介すると共に、地域産業振興の発展に寄与する。
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西原町内に居住する満 5歳児（平成 19年 4月 2日から平成 20年 4月 1日生まれ）及び
4歳児（平成 20年 4月 2日から平成 21年 4月 1日生まれ）

　西原町教育委員会では、平成 25 年度の町立幼稚園の園
児募集を行います。町立幼稚園全園で完全給食（ただし木曜
日は弁当日）ならびに 2年保育（4歳児・5歳児）を実施し
ます。幼稚園の通園区域の制限はありません。（小学校から
は通学区域がありますのでご注意ください）入園を希望す
る保護者は申込手続きをしてください。

【入園対象園児】

【実施園及び対象年齢】　※4歳児は各園定員制となります。

【入園申込受付日時及び受付場所】

お問い合わせ　  西原町教育委員会   教育部学校教育課   ☎945-5039（内線 512）または各町立幼稚園

実　施　園

受付日時 ：町立坂田幼稚園・西原南幼稚園　平成 24年 11月 13日（火）15：00～ 17：00
　　　　　町立西原幼稚園・西原東幼稚園　平成 24年 11月 14日（水）15：00～ 17：00
受付場所 ： 入園を希望する幼稚園
受付方法 ： 所定の入園申込書を記入し、受付後に保護者と園児を含めた面接を行います。
　　　　　幼児の住民票抄本（続柄記載）と認印を持参してください。

※ 当日申込みに来られない場合は、幼稚園へご確認ください。
※ 申込内容を確認し、2月上旬頃までに保護者へ入園の決定を通知します。
 　申込書記入 → 受付・面接 → 書類審査 → 入園承諾書・不承諾通知書通知
受付期間 ：平成 24年 11月 5日（月）～ 11月 16日（金）
　　　　　9：00～ 17：00（昼食時間及び土日・祝日を除く）
受付場所 ：  西原町教育委員会学校教育課及び町立各幼稚園（4園）
受付方法 ：  所定の入園申込書を記入し、提出してください。定員を超える場合は抽選になります。
　　　　　（入園申込書は教育委員会及び各幼稚園に準備しています）

※ 後日、入園承諾通知書（面接日記入）により入園の決定を通知します。
 　（面接は入園の内定した園児のみ行います）　
※ 抽選日：平成 24年 11月下旬予定　　　面接日： 後日通知

【必要経費】
　　○入園料　5,000 円　　○保育料　月 4,500 円　○給食費　月 3,000 円（毎週木曜日は弁当日です）
【保育時間】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　月曜日～金曜日　　登園時間　8：00～   8：15
　　　　　　　　　　　保育時間　8：15～ 14：00（給食時間含む）
　　　　　※ 土日・祝日、慰霊の日及び夏季休業日、秋季休業日、冬季休業日は休園

在園児のうち希望者に対して、幼稚園終了後、預かり保育を実施しています。（定員制）
【保育時間】　14：00～ 18：00　入園式の翌日から小学校の修了式の日までの月曜日から金曜日　
　　　　　　( 祝日、慰霊の日及び 12月 29日から 1月 3日は休み )
　　　　　　※ 夏季休業中、秋季休業中ならびに冬季休業中は 8時 15分から 18時まで
　　　　　　 　（上記休業中は弁当持参。但し、夏季休業中はケータリングサービス利用可　1食 263 円予定）
【預かり保育料】　月 5,000 円（但し 8月は 9,500 円）　おやつ代及び教材費用　月 1,500 円
【申込方法】　幼稚園入園承諾書通知が届いた後、所定の申込書を記入し、申し込んでください。
　　　　　　申込場所：入園を希望した幼稚園及び西原町教育委員会学校教育課
　　　　　　申込期間：幼稚園入園承諾書通知が届いた日から 2月 15日（金）まで
　　　　　　※ 承諾の決定は申込内容を審査後、3月中旬頃までに保護者へ通知します。

　心身に障がいを持ち、集団保育が可能な園児が対象です。
【実施園】坂田幼稚園・西原幼稚園・西原東幼稚園・西原南幼稚園
　　　　  ※ 特別支援教育については、平成 25年度から全幼稚園で実施します。
【申込み方法】幼稚園入園申込みの際に、療育手帳・特別児童扶養手当証書等の写しを添付して申し込んでください。
　　　　　　  審査後、入園承諾の可否を通知します。

坂 田 幼 稚 園
西 原 幼 稚 園
西 原 東 幼 稚 園
西 原 南 幼 稚 園

対　象　年　齢 住　　　所 電　話　番　号
4 歳児・5 歳児
4 歳児・5 歳児
4 歳児・5 歳児
4 歳児・5 歳児

9 4 5 － 5 3 0 0
9 4 5 － 2 5 6 8
9 4 5 － 1 3 8 5
9 4 6 － 9 7 7 9

平成
25年度

西原町立幼稚園
園児募集案内

翁長 626 番地の 1
与那城 353 番地
小橋川 125 番地
安室 122 番地の 1

５歳児

4歳児

預かり保育

特別支援保育
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仲宗根光子
（幸地）

山本　光子
（幸地）

仲宗根ヨシ子
（幸地）

與那嶺清子
（幸地）

仲宗根マサ
（幸地）

カジマヤー、トーカチを迎えたみなさま、おめでとうございます。カジマヤー、トーカチを迎えたみなさま、おめでとうございます。カジマヤー、トーカチを迎えたみなさま、おめでとうございます。

屋宜　八重
（与那城）

花城　盛保
（美咲）

我謝　ウト
（美咲）

宮平　春子
（我謝）

浦崎　タケ
（我謝）

玉那覇　ヨネ
（掛保久）

宮里　眞孝
（掛保久）

新屋　ツネ
（掛保久）

上間　英子
（嘉手苅）

新川　登吉
（小那覇）

安里　トミ
（与那城）

仲宗根　ツル
（幸地）

城間　ツル
（棚原）

奥間　政江
（棚原）

比嘉　キヨ子
（坂田）

呉屋　トシ
（呉屋）

佐久間　初子
（西原台団地）

西里　浩
（小波津団地）

宮平スヱ子
（安室）

川満　サダ
（西原ハイツ）

新垣　春
（我謝）

玉那覇トミ
（我謝）

小橋川君子
（我謝）

新垣　靜子
（美咲）

仲程　智依
（美咲）

山城　惠子
（美咲）

崎原　千代
（美咲）

宮平　宗益
（与那城）

金城　キヨ
（与那城）

松田　武雄
（兼久）

新川　ヨシ
（兼久）

仲間美代子
（兼久）

玉那覇ハル
（平園）

與那嶺ヨシ子
（小那覇）

大城　豊
（小那覇）

糸数　初子
（嘉手苅）

山畑ユタカ
（嘉手苅）

宮城ヨシ子
（掛保久）

糸数ツル子
（掛保久）

外間　　子
（掛保久）

平良　秀子
（掛保久）

與古田政子
（掛保久）

友利　美智
（掛保久）

大城　芳子
（内間）

大城　文子
（内間）

新川　キヨ
（内間）

大城　ヒデ
（内間）

下地　源作
（小橋川）

呉屋ミツ子
（呉屋）

坂　タケ子
（呉屋）

宮里　智郎
（呉屋）

大田　敏子
（坂田）

城間　文子
（翁長）

仲宗根三郎
（翁長）

我那覇美代子
（翁長）

新垣　貞子
（上原）

屋良　ヨシ
（上原）

屋良　朝信
（上原）

城間　ヨシ
（棚原）

宮里　盛善
（棚原）

比嘉　ヨシ
（幸地ハイツ）

與那覇一三
（幸地ハイツ）

與那嶺誠孝
（幸地）

與那嶺春子
（幸地）

翁長　太郎
（幸地）

　西原町では今年度、トーカチ(米寿)を迎えた方が68名（53名掲載）、カジマヤーを迎えた方が22名（17名掲載）
いらっしゃいます。また、新100歳を迎えた方が8名いらっしゃいます。
　心からお祝い申し上げるとともに、いつまでも元気でお過ごしになられますよう、お祈り申し上げます。

トーカチ（米寿）を
迎えた方

カジマヤーを
迎えた方

トーカチ（米寿）を
迎えた方

トーカチ（米寿）：大正14年生まれ、数え年88歳（満87歳）の方。カジマヤー：大正5年生まれ、数え年97歳（満96歳）の方。
新100歳：明治45年または大正元年生まれの方。

カジマヤーを
迎えた方

西原町では、80歳以上の町在住者に敬老祝金として
1人あたり1万円を支給しています。
今年度は、1,315名に支給しました。

＜敬老祝金の支給について＞

いちん若々といく世までんいちん若々といく世までんいちん若々といく世までん

★★税に関する情報は国税庁ホームページへ★★

〔11月 11 日（日）～ 11月 17 日（土）〕

北那覇税務署からのお知せ

税の役割
　国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすことのできない公共サービスを提供するため、さまざまな行
政活動を行っており、その活動のために必要な経費を賄う財源が「税金」です。国税庁では、納税者が高い納
税意識を持ち、納税義務の履行を適正かつ円滑に実現できるようさまざまな取組みを行っています。

　平成24年度は「税の役割と税務署の仕事」をテーマとして、税の役割や適正・公平な課税と徴収の実現に
向けた庁局署の取組や国税庁のＩCＴ化・国際化に対する諸施策について紹介します。

ＩCＴ化を通じた納税環境の整備
　国税庁では、納税者の利便性の向上を図るため「e-Tax」や「確定申告書作成コーナー」の改善のほか、国税庁
ホームページによる情報提供、また、インターネット公売やダイレクト納付等の電子納税の導入など、ＩCＴ化
を通じた納税環境の整備を進めています。

国際化への対応
　国税庁では、各国税務当局との協力・協調により、国際的租税回避への対応や二重課税防止等のための相互
協議、租税条約に基づく情報交換など、適正・公平な課税の実現のために取り組んでいます。

国税庁 検索

「税を考える週間」
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｢西原保育所｣から｢西原保育園｣へ
社会福祉法人小橋川福祉会西原保育園の起工式を挙行

　町立西原保育所に代わる新しい認可保育園となる西原保育
園の建設工事の起工式が、9月21日に挙行されました。
　昭和48年に建てられた町立西原保育所は、財政的な課題や
職員確保が見込めないなどの理由により平成25年3月末で閉
所となります。それに伴い、県の安心こども基金事業を活用
し、来年4月から認可保育園が新設されます。新しい認可保育
園となる西原保育園は、これまでの町立西原保育所の60名定
員から112名に拡充される予定で、待機児童の解消など、保育
環境の改善が期待されます。
　工事の着工にあたって上間明町長は｢苦渋の決断で公立の
保育所を閉所し、民設保育所の認可化を決定した。待機児童の
解消という大きな課題に対し、新しい保育園が建てられ、定員
の拡充が図られることは本町の保育行政にとって大きな一
歩。｣と、新しい保育園に期待を寄せました。西原保育園の園長
に就任する田仲雄二さんは「これからより多くの子どもたち
の成長に関わる。身の引き締まる思い。」と抱負を語りました。
※西原保育園は（仮称）小川第二保育園として計画を進めてい
　ましたが、このたび西原保育園として、名称を決定しました。

アルゼンチンから西原町を訪問

各地で見聞を深める
　アルゼンチンのコルドバ市で空手道場を運営し、空手
の普及発展に貢献している宮里昌栄さん(字棚原出身)
が、9月に家族や門下生19名を連れて来沖。9月18日に
町役場を訪れました。
　宮里さんは50年以上前にアルゼンチンで道場を開設。
250名以上を指導し、支部を合わせると7万人以上の門
下生を輩出しています。沖縄滞在中は県内道場との空手
の交流や伝統文化、芸能などに触れ、坂田小の学校風景
を見学するなどして沖縄での見聞を広めました。
　沖縄を訪れた宮里さんは｢50年以上離れても、故郷は
懐かしい。いつも西原を思い、感謝しながら過ごしてい
る。｣と語りました。一行を迎えた上間明町長は｢宮里さ
んの功績は、空手の技術だけでなく精神性、人間性のた
まもの。沖縄空手の振興に寄与し、西原町としても大き
な誇り。｣と激励しました。

西原小学校創立130周年・幼稚園

65周年記念に｢旗頭｣贈呈！
　西原小学校の創立130周年と同幼稚園65周年を記念し
てオリジナルの旗頭が作られ、9月23日の西原小運動会で
同小PTAから学校に贈呈されました。旗頭は、兼久と我謝
の旗頭活動に携わっているPTAが中心となり、約2ヶ月間
かけて製作されたものです。
　製作に関わった迎里博隆さん(字兼久)は｢いろいろな行
事で子どもたちが旗頭を披露してくれるのが楽しみ。今
後も伝統として受け継いでもらい、将来は青年会でも活
躍してほしい。｣と笑顔で話しました。運動会では、子ども
たちによる旗頭の力強い演舞が披露され、父母から大き
な声援と拍手が送られました。

西原小学校創立130周年・幼稚園

65周年記念に｢旗頭｣贈呈！

アルゼンチンから西原町を訪問

各地で見聞を深める

児童館で、パパと遊ぼう！
　運動、スキンシップあそびで父と子の触れ合い、交流を
図るとともに、父親どうしの子育て情報交換の場を提供
することを目的に、西原町児童館3館合同文化講座が、9月
8日に西原東児童館で開催されました。
　講座には11組の父子が参加。講師のかけ声に合わせて、
お父さんが子どもを抱えてジャンプしたり走ったりして
親子のスキンシップを行いました。お父さんたちは疲れを
見せながらも充実した時間を過ごし、子どもたちは日ごろ
仕事で忙しいお父さんと一緒に笑顔で過ごしました。

児童館で、パパと遊ぼう！

公共下水道の早期接続を呼びかけ

　公共下水道への接続促進を目指し、普及啓発の戸別訪
問活動を、10月4日に実施しました。この活動は去年に続
いて2回目となります。町役場の三役を含む管理職職員の
ほか、町管工事協同組合、下水道排水設備指定工事店が参
加。未接続の世帯を訪問し、パンフレットを配布しながら
下水道の接続を呼びかけました。
　公共下水道は川や海など、公共用水域の水質改善を目
的に平成8年に供用開始され、現在約32％が整備されてい
ます。しかし接続率は約45％と伸び悩んでおり、下水道の
普及啓発が課題となっています。
　出発式では町管工事協同組合の呉屋信秀理事長が｢下
水道の普及が進むと、川や海がきれいになる。美しいまち
づくりのため、下水道の理解と認識の高揚を図りたい。｣
とあいさつしました。

佐久田さん、JICAボランティア

としてニカラグアへ出発
　西原町出身の佐久田園子さんが、JICAの主催する青年
海外協力隊として中米のニカラグアへ派遣されるのを前
に、9月20日に上間明町長を訪問しました。佐久田さんは
西原中の卒業生で、琉球大学で中学と高校の教員免許を取
得し、アメリカへの留学経験があります。民間企業での勤
務経験を経て、青年海外協力隊への参加が決定しました。
　ニカラグアでは北部のオコタル市に滞在し、図書館で
勤務する予定。青少年活動として現地の子どもたちやそ
の家族を対象にさまざまな事業の支援活動を行い、教育
や文化的な分野での活躍が期待されています。
　派遣を前に佐久田さんは｢地域の図書館を住民の交流の
場として活用したい。
学生時代にやってい
たエイサーやダンス
などを取り入れ、ニカ
ラグアの文化とチャ
ンプルーさせて個性
のある活動を展開し
たい。｣と力強く抱負
を語りました。

公共下水道の早期接続を呼びかけ

新しく｢民生委員・児童委員｣

が加わりました
　地域で生活上の悩
みや福祉問題について
相談を受けるなどの
地域支援活動を行う
民生委員・児童委員と
して新たに1名が委嘱
され、10月11日に委嘱
状伝達式が行われま
した。

　このたび委員に就任したのは、森井正則さん（写真右）。
幸地区の担当になります。就任にあたって森井さんは｢西原
に住んで24年間、いろんな方のお世話になった。そのお返
しをする気持ちで、自分にできることを大事にしながら明
るく元気にがんばりたい。｣と活動への抱負を述べました。
※西原町の民生委員・児童委員は定数を満たしていません。 
随時募集していますので、 関心のある方は福祉部福祉課 
(☎945-5311)へお問い合わせください。

｢テニスの日｣イベントを開催
　9月23日の｢テニスの日｣にちなんだ記念イベント(町テ
ニス協会主催･町教育委員会後援)が同日、西原町民テニス
コートで開催されました。イベントには町内外から中高
生を中心に約160名が参加。交流試合で親睦を深めたり、
テニス教室を受講したりしてテニスを楽しみました。
コートに置かれた的を狙ってボールを打つターゲットテ
ニスのイベントでは、的にボールが当たるたびに歓声が
上がりました。

佐久田さん、JICAボランティア

としてニカラグアへ出発

新しく｢民生委員・児童委員｣

が加わりました

西原クラブ(シニアソフトボール)

に激励金を交付
　第23回夏季シニアソフトボール大会に優勝した西原ク
ラブが、9月に香川県で行われた｢第26回全日本シニアソ
フトボール大会｣(日本ソフトボール協会主催)に県代表と
して出場しました。出場にあたり、上間明町長から西原ク
ラブへ遠征費用などの助成として激励金が交付されまし
た。交付を受けた
チーム責任者の吉
山弘さんは｢全国に
西原の名をとどろ
かせられるよう、が
んばりたい。｣と抱
負を語りました。

西原クラブ(シニアソフトボール)

に激励金を交付

｢テニスの日｣イベントを開催

ニカラグアに旅立つ、佐久田園子さん
（右から 2番目）

｢西原保育所｣から｢西原保育園｣へ
社会福祉法人小橋川福祉会西原保育園の起工式を挙行










